
東紀州地域の協創－新たな観光資源の開発による雇用創造－【三重県東紀州地域】

東紀州地域は、三重県最南部に位置する２市３町から構成された地域である。

当該地域は、平成16年7月に「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録されたことなどにより観光入込客数

が漸増傾向にあり、25年度には伊勢神宮の式年遷宮に合わせた東紀州地域への高速道路の整備、26年度には

世界遺産登録10周年記念イベント等による入込客数の増加が見込まれている。こうした課題に対応するため、県

を中心に観光基盤の整備に取り組んでおり、観光体験プログラムや観光商品の開発等ができる人材を育成する

セミナー、接客技術のスキルアップセミナー等を実施することにより、雇用機会の拡大を目指す。

・雇用創出者数：４２０人（２６年度までの累計）

・雇用創出実践メニューを実施するために雇い入れる地域求職者の数：５名
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【主な事業内容】

□ 雇用拡大メニュー（事業主向け）

・ 特産品開発や料理の新メニュー創出等の手法を習得するセミナー

・ 外国人向けのおもてなしに関するノウハウ等を習得するセミナー 等

□ 人材育成メニュー（求職者向け）

・ 観光体験プログラムや観光商品の開発等ができる人材を育成するセミナー

・ 接客技術のスキルアップセミナー 等

□ 就職促進メニュー

・ 地域求職者等への各種セミナー等情報の提供及び合同就職説明会等の実施

□ 雇用創出実践メニュー

・ 地域情報、特産品、観光商品などの情報発信等を行う「東紀州まるごと観光・物産発信事業」

・ 水産資源を活用した新料理メニュー等の開発や既存商品新規開発商品をまとめたパック商品の開発等を行う

「東紀州における観光と食の新商品開発事業」 等

実践型地域雇用創造事業 平成２４年度採択地域（第２次募集）

人口：85,122人
（平成20年3月31日現在）

東紀州地域


